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語翻訳

— quae ante tralata habebantur, infida admodum erant —

吉川斉

1.

Vita, & FabellæAesopi cum interpretatione latina, ita tamen ut sepa-

rari a græco possit pro uniuscuiusque arbitrio. quibus traducendis

multum certe elaborauimus. nam quæ ante tralata habebantur, infida

admodum erant, quod facillimum erit conferenti cognoscere. ...

生涯 小話集、 語翻訳附 、 各人 判断 応

語部分 分離可能。 語翻訳 関 我々 大変

心 砕 。 、以前 翻訳 、 信用

、比較 、 難 認

。・・・

、1505年 ・ Aldus Manutius 刊行

集 扉 記載 内容説明 冒頭部分 *1。

*1 1505 年 刊行。試 WorldCat（https://www.worldcat.org/） 調

、紙媒体 欧米 40 機関 所蔵 。 結果 機関 含

、 20 以上 機関 所蔵 （EDIT16: Censimento nazionale

delle edizioni italiane del XVI secolo参照。http://edit16.iccu.sbn.it/scripts/iccu_ext2.dll?fn=

https://www.worldcat.org/
http://edit16.iccu.sbn.it/scripts/iccu_ext2.dll?fn=10&i=334
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述 、 版 集 、 語

集 語訳 附 。 構造 、

、巻末掲載 読者向 挨拶 (Ald. Lectori. S.)

「 （読者） 適宜 判断 語部分 語部分

分離可能（posse te latinum a græco commodissime separare pro arbitrio

tuo）」 述 。 、「我々 、 （ 語翻訳） 、

語 熟達 者 含 （nos eas inseruimus

propter literarum græcarum rudes）」 記 、多分 教育的意図

持 推察 *2。他方、本書 「 」以

外 題材 複数含 、 関係 題材 語訳 附

、対象 区別 見 *3。

本 、大 二 語 集 含 。扉

説明 、 上記「FabellæAesopi」、 「

小話集 43話、短長六歩格、最後 跛行短長格、 語翻訳附

（Gabriæ fabellæ tres & quadraginta ex trimetris iambis, præter ultimam

ex Scazonte, cum latina interpretatione）」 紹介 。

「Fabellæ Aesopi」 、 語散文 集 。最初 印刷

本 、1480年頃 ・ BonusAccursius 刊

10&i=334）、 、現在各地 少 60 機関 1505 年刊行本 所蔵

分 。 、本書 1505 年以降 幾度 各地 印刷 、当時広

普及 本 一冊 考 。 、本書 電子画像版 複数公開

、本論 参照 （http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k721125

）。 、 本 扉 読者向 挨拶 、Wilson(2016),

pp. 192-193, 298-299 参照。

*2 1505 年以前 刊行本 、 語翻訳 学習者向 旨

記 。Wilson(2016), pp. 82-89, 96-97, 130-133, 158-161 。

*3大英図書館 、”Only Æsop and Babrius (Gabrias) are furnished with a

Latin translation by the editor; the other works are in Greek” 表記 （http://explore.

bl.uk/BLVU1:LSCOP-ALL:BLL01000023630）。実際 、『 生涯』

μῦθος 関 説明箇所（ 語） 語

翻訳 附 、「 関係」 方 適切 。
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行 *4。20世紀初頭 集 語写本 系統 整理

Chambry, É. Class III 位置 *5、最初

印刷本 Accursiana 呼 *6。主 14～16世紀 一群

写本 残 、 語散文 集 新 部類

。 本 149話 含 *7。 、写本 、13世紀末頃

活躍 ・ Maximus Planudes

『 生涯』Vita Aesopi 附 多 、 本

例 。

「Gabriæ fabellæ」 、43 話 含 語韻文 集

。 語 「Γαβρίου ἕλληνος τετράστιχα」 表記 、

Gabrias Gabrios 主格形 想定 （本論 「

」 表記 ）*8。 名 変化 考

、実態 集 、9 世紀 司祭

Ignatius Diaconus 「Tetrasticha iambica（短長格

四行詩集）」（ 類似作品） 名 伝 *9。

*4以下、15世紀 印刷揺籃期本 関 、 大英図書館編纂 15世紀揺籃期本

Incunabula Short Title Catalogue (ISTC, http://data.cerl.org/istc/) 参照。

本 ISTC: ia00098000 所載。 刊行。刊行年 、1478年頃

1480年頃。現在 45機関 所蔵 。ISTC 書名 “Vita et Fabulae [Greek]. Vita

et Fabulae [Latin] Tr: Rinucius. Fabulae selectae [Greek and Latin]. Ed: Bonus Accursius”

記載 、本書 a)Vita et Fabulae [Greek] b) Vita et Fabulae [Latin] c) Fabulae

selectee [Greek and Latin] 3部 分 、現存 一部 欠 。現

在 3部 電子画像版 公開 。

*5 Chambry(1925), p. 12. 、1925～26年刊行 2巻本 、各話 異

読版 省 2巻 1巻 簡易版 1927年 再刊 、 現行

。本論 1927年版 利用 。

*6 Hausrath(1957), p. XVI. 、祖本 8～9世紀 遡 想定 （ibid., p. VI）。

*7 集 散文 144話 韻文 3話（ 版） 含 、散文部分

、 集 話 順序 一致 。 集 方 5話多 、

145～149話目 配置 。

*8 Wilson(2016), p. 353 n. 373.

*9 Adrados(2000), pp. 493-515; Dijk(1996). Wilson(2016) 点 触 。

http://data.cerl.org/istc/
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本 初 印刷 *10。

、 前者 「Fabellæ Aesopi」 類 散文 集

、 語 語 訳 目 翻訳本 、

本刊行時点 複数登場 。本論 、 3種

印刷本 取 上 、 「infida admodum erant」 評

以前 語翻訳、 自身 翻訳

比較検討 、 述 「信頼性」 問題 手掛 、近

世 集 語翻訳 在 方 考察 。

集 、初期 印刷 語

集 、 散文 語部分 注目 多

、 語翻訳 扱 。本論 網羅

的検討 企図 、近世以降 集 展開 考

上 、 視点 提供 期 次第 。

2. 15世紀 語翻訳 集

、 以前 15 世紀前半 、 語散文

集 語 翻訳 試 行 。 、15 世紀

語翻訳 集 研究 Galli, R. 、以下 3 名 翻

訳 扱 *11。

• ・ Guarinus Veronensis（1422年以前、

全 28話）

• ・ Hermolaus Barbarus（1422 年、全

33話）

*10 Crusius(1897), pp. 257-8.

*11 Galli(1978). 本論 、近世 人物名 語名 用 。 、本論 翻

訳比較 着想 、 論文 。入手 難 本論文 快

貸 専修大学 伊藤博明教授 、 場 借 感謝申 上 。
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• ・ LaurentiusValla（1438年、全 33話）

三者 修辞学教師 活動 人文主義者 、

、 翻訳 写本 一 残

、 以前 校訂・印刷 実績 *12。

師弟関係 、写本 奥付表記 従 、

翻訳 、彼 学 時期 行

*13。他方、 翻訳 複数 写本 残 、1470 年代以降

各地 幾度 印刷刊行 。 、 翻訳 、前二

者 異 広 世 知 考 。三者 共通 構成

集 、 、三者 翻訳 相互 直接 参照関係

、 独自 翻訳 行 推察 *14。

三者 参照 思 語 集 関連 、

図書館所蔵 15世紀 写本（Ambros. B 47

sup.） 挙 *15。 写本 33 話含 、三者 翻訳 含

話 順序 概 合致 。 写本 三者 直接 参照

元 定 *16、当時同種 集 （

複数）存在 、 三者 語版 構成 可能性

。 、 Ambrosianus写本 、Class III（Accursiana）

含 話 主体 、別系統（Class II, IV） 数話 含 。

点 、 CODICESMIXTI 位置付 一方*17、

Hausrath, A. Class III形成期 系統（IIIγ.Φ） 見做

*12 ibid., p. 14.

*13 ibid., p. 71.

*14 ibid., p. 189.

*15 ibid., p. 190. 参照元 検討 Finch(1960) 、関連 写本 32話

含 Vat. Pal.Gr.122（ Ld 表記） 挙 。 、 16世

紀 写本 推定 、 直接 参照元 考 。

*16 Galli(1978), p. 193. 当該写本 三者 直接 参照元 推測 。

*17 Chambry(1925), p. 23. 当該写本 Mn 表記。
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*18。

三者以外 15世紀 語翻訳 集 複数存在 、

人文主義者 ・ Rinuccius

Aretinus 、1440 年代後半 語翻訳 集 著名

*19。 翻訳 100話 含 、 翻訳同様 1470

年代 各地 幾度 印刷刊行 *20。一方、 版 異 特

徴 、 版 本 対訳 用

例 見受 。 、 翻訳 、1480 年代以降普及

版 集 一部 採録 、15

世紀末 広 知 状況 *21。 、 参照

語 集 明確 、 Berry, B.E.

図書館所蔵 14～15世紀頃 写本（Vat. Pal.gr.269） 近

推測 *22。108話 含 写本 、

Class II 分類 、主要写本 Vindobonensis 呼

系統 位置付 *23。

*18 Hausrath(1957), p. XII.

*19 語- 語翻訳 全体像 Lockwood(1913) 詳

。 集 、Lockwood(1913), pp. 61-72。邦語 小堀 (2001) （

再検討 必要 思 部分 ）。 、 語名 Rinucius

（ ） 表記 、本論 統一 。

*20最初 印刷本 1474年 刊行（ISTC: ia00099000）。本書 、電子画像

版 複数閲覧可能 （1474年版 http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k701073）。

*21 集 、1476 1477 年頃 刊行 語-

語翻訳 集 （ISTC: ia00116000）。種々 語 集

以外 小話集 元 編纂 集成 、『 生涯』（ 翻

訳） 164 話 含 。 集 17 話 採録 。

表記 Remicius（ ） Rimicius（ ） 。

集 影響 、Österley(1873); Carnes(1986); 小堀 (2001); 伊藤 (2009)

。

*22 Perry(1934). 当該写本 Cb 表記。

*23 Hausrath(1957), pp. IX-XI.祖本 6～7世紀 遡 想定 （ibid. p. IX）。主要

写本 14 世紀 Vindob.Hist.gr.130（ Ch 表記）。 国立図

書館所蔵。

http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k701073
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、前段 対訳版 、

編集 、一頁左右二段組 語・ 語対訳本 、

61 話 含 。現在 書誌情報 従 、 集 抜粋

語翻訳 （ 手 加 ）逐語的

並置 、特徴的 構成 （ 、後 検討 明

、 情報 誤 考 ）*24。 対訳本

興味深 、巻末 「（ 、）学識 者

、習熟 者 子供 作業 引 受

（qui non doctorum hominum sed rudium ac puerorum gratia hunc laborem

suscepit）」 記 。「 語 語 対応

（uerbum quasi uerbo respondebit）」 序文 記 、組版

上 語 語 概 逐語的 対応 配置

、非常 分 易 。 語対訳 意図 学習用途 含 点 、

共通 見 。

15 世紀末 普及具合 鑑 、 目 、 当

時 読者 目 易 語翻訳 集 、

版 版 含 考 。一方、

問題 、両者 翻訳時 参照 語

集 、 本 語 集 必 一

致 。 関 、推測

*24 ISTC: ia00098000（本論註 4 参照）。 図書館所蔵 15 世紀揺籃期本

Bodleian Incunable Catalogue（Bod-Inc） 、“Translated by Rinucius Aretinus.

Edited by Bonus Accursius. ... The Latin version is based on Rinucius’s, but, as stated in

Accursius’s dedicatory letter, it is a more literal translation.” 説明 （Bod-Inc: A-043,

http://incunables.bodleian.ox.ac.uk/record/A-043）。Lockwood(1913, p. 66 n. 2) 、“Hae

fabulae non modo a Rinucii translatione prorsus differunt, sed earum xxi inter Rinucii fabulas

non reperiuntur. Perperam igitur apud Hain Reichling Pellechet inscribuntur “Fab. selectae

gr. et lat. ex interpretatione Rinucii thettali.’’” 述 。 Hain Reichling Pellechet

、 参照 当時 書誌 類 指 、 指摘通

、 時期 情報 誤 含 。 、

誤 指摘 、 以上 語対訳部分 関 具体的 記述 。

http://incunables.bodleian.ox.ac.uk/record/A-043
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参照元 Class II（Vindobonensis） 属 、

本 Class III（Accursiana） 系統 異 。

固有 含 話 、共通 思 話 、細部 描写 相違

存在 。

後者 例 、 語 集 系統 共通

含 「狐 」（Fab. 10 Hausrath） 見 。（同系統

内 写本 差異 、

従 。下線部分 、表記 相違 箇所 。）

Class II: ἀλώπηξ μηδέποτε θεασαμένη λέοντα ἐπειδὴ κατά τινα

τύχην ὑπήντησεν αὐτῷ, τὸ μὲν πρῶτον ἰδοῦσα αὐτὸν οὕτως

ἐφοβήθη ὡς μικροῦ καὶ ἀποθανεῖν. ἐκ δευτέρου δὲ αὐτῷ

περιτυχοῦσα ἐφοβήθη μέν, ἀλλ’ οὐχ ὡς τὸ πρότερον. ἐκ τρίτου

δὲ θεασαμένη αὐτὸν οὕτως κατεθάρσησεν ὡς προσελθοῦσα αὐτῷ

διαλεχθῆναι.

ὁ μῦθος δηλοῖ, ὅτι καὶ τὰ φοβερὰ τῶν πραγμάτων ἡ συνήθεια

καταπραΰνει.

Class III: ἀλώπηξ μήπω θεασαμένη λέοντα ἐπειδὴ κατά τινα τύχην

αὐτῷ συνήντησε, τὸ μὲν πρῶτον οὕτως ἐφοβήθη ὡς μικροῦ καὶ

ἀποθανεῖν. ἔπειτα τὸ δεύτερον θεασαμένη ἐφοβήθη μέν, οὐ μὴν

ὡς τὸ πρότερον. ἐκ τρίτου δὲ τοῦτον θεασαμένη οὕτως αὐτοῦ

κατεθάρσησεν ὡς καὶ προσελθοῦσα διαλεχθῆναι.

ὁ μῦθος δηλοῖ, ὅτι ἡ συνήθεια καὶ τὰ φοβερὰ τῶν πραγμάτων

καταπραΰνει.

両者 、 目 初 出会

狐 、最初 死 怯 、2度目 程度慣 、

3 度目 話 、 大筋 流 共通 。
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、 短 話 、 最初 機会 、Class II

ἰδοῦσα αὐτὸν「 見 」 文言 含 、Class III

存在 。 、2度目 機会 、Class II περιτυχοῦσα「行

合 」 対 、Class III θεασαμένη「目 」 、

状況 描写 相違 生 。

短 話 、 原語 即 翻訳 場合、 語

限 、描写 相違 訳文 相違 結 容易 想像

。 翻訳 信用 、過去 翻訳

者 批判 （ 自身 能力 翻訳 努力 自負

） 見 、 彼 「信用 翻訳」

想定 。 、原典 系統 相違 考慮

入 場合、翻訳 信用 、 翻訳者 参照 原典

相違 由来 可能性 考 必要 思

。

以上 点 、原典 系統 相違 注意 、次節 具

体的 当時 語翻訳 在 方 比較検討 。比較 主 対象

、 、 、 語翻訳、 、

対訳版 。 対訳 、 以前

意識的 対訳版 同時 、 翻訳 関係 指摘 （

否定 ） 実態 確認

意味 興味深 対象 *25。

*25 15世紀 語 翻訳 語散文 集 、以上 触

、Gregorius Corrarius（1430年頃、60話？） Omnibonus Leonicenus（1430

年頃、全 124話） 挙 。 、前者 15世紀末 印刷刊行

実績 、数種 写本 残 、 大半 語 沿 翻訳

（Finch(1972); Berrigan(1975)参照）。後者 1470年頃（ISTC: ia00108500）

1492年（ISTC: ia00108600） 印刷刊行 （現在 7機関 所蔵 ）。 状

況 、両者 集 当時 程度読 不明 。15世紀

語翻訳 集 周辺 、Berrigan(1975); Berrigan(1980); Berrigan(1982);

Carnes(1986); Finch(1972); Marsh(2003); 伊藤 (2010) 。邦語 小堀 (2001)
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3. 各種 語版 比較検討

比較検討 行 、 話 扱 困難 、

本論 、 版 附 一覧 参考 *26、 語

全 系統 含 、 対象 語翻訳版全 含

話 、3 話 採 上 。 、各 語翻訳 関 、当

時 印刷本 参照 。 関 、2、30 年

間 幾度 印刷刊行 。本論 主 、筆者 参照

古 印刷版 拠 *27。

、筆者 数 限 、検討 対象 話 9 。

版 基 挙 （Fab.

版番号、Perry Aesopica番号*28）。

早 15 世紀 集 扱 （2001 年 講談社学術文庫版 1978 年 中公

新書版 原本 ）、 語 集 集 扱

。

*26 Hausrath(1957), pp. XXX-XXXV; Hausrath(1959), pp. VII-X.

集 集 IIIα 該当 。筆者 各話 対

応 再確認 、 幾 明 誤 見 。

集 含 散文 話 1 149 番号 付 （Ald. 1～Ald. 149

表記）、正 Ald. 58 = Fab. 272（ Fab. 286）、Ald. 123 = Fab. 224（

Fab. 226）、Ald. 125 = Fab. 286（ Fab. 272） 。Ald. 58 Ald. 125

対応 逆 、 話 Ald. 58「Ονος, καὶ ἵππος.」、Ald. 125

「Ιππος, καὶ ὄνος.」 要因 。 点 、Ald. 123「Ποιμήν.」

混同 誤 原因 可能性 考 。

*27以下 印刷版 参照。 1473-4 年頃刊行版（ISTC: ia00104500）。

1474 年刊行版（ISTC: ia00099000） 1480 年頃 刊行版

（ISTC: ia00098000、本論註 4参照）。 、対訳版 語版

同 刊行版。 電子画像版 公開 。 、 版

含 、 印刷版 誤 思 含 転写 。

*28 Perry(1952). 現在 関係 語 Aesopica 参照

多 、本論 各系統 異読版 、種々 写本 異読情報

細 残 Hausrath(1957-9) Chambry(1925-6) 参照 。
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Fab. Perry

10 10 ἀλώπηξ καὶ λέων（狐 ）

23 23 ἀλεκτρυόνες καὶ πέρδιξ（雄鶏 ）

27 27 ἀλώπηξ πρὸς μορμολύκειον（狐 面 ）

67 66 νεανίσκοι καὶ μάγειρος（少年 肉屋）

117 115 ἰξευτὴς καὶ ἀσπίς（鳥狩人 ）

120 118 κάστωρ（ ）

170 161 μάντις（占 師）

216 200 παῖς κλέπτης καὶ μήτηρ（盗人 母）

223 207 ποιμὴν καὶ θάλασσα（牧人 海）

想定 語原典 系統 、Class II Class III 2種

。 話 、Class II Class III 語原文 分量

基準 、両者 同 （Fab. 10, 27, 67）、Class II 方 多

（Fab. 23, 117, 120, 170, 216）、Class III 方 多 （Fab. 223）、

３ 分類 。全体的 傾向 、Class III 方 、本文 簡

略化 。 、 区分 １ 、計

３話（Fab. 10, 170, 223） 比較検討 。

3.1 ἀλώπηξ καὶ λέων [Fab. 10; Ald. 5; Valla 2; Rin. 4; Acc. 対訳 2]

話 概要 前節 述 通 。 版

語原文 、原文 相違 確認 （下線 他 版

相違 箇所）。

版 語

Ἀλώπηξ, καὶ λέων.

ἀλώπηξ μήπω θεασαμένη λέοντα, ἐπειδὴ κατά τινα τύχην αὐτῷ

συνήντησε, τὸ μὲν πρῶτον οὕτως ἐφοβήθη, ὡς μικροῦ καὶ
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ἀποθανεῖν. ἔπειτα τὸ δεύτερον θεασαμένη, ἐφοβήθη μέν, οὐ μὴν

ὡς τὸ πρότερον. ἐκ τρίτου δὲ τοῦτον θεασαμένη, οὕτως αὐτοῦ

κατεθάρησεν, ὡς καὶ προσελθοῦσα διαλεχθῆναι.

Ἐπιμύθιον.

ὁ μῦθος δηλοῖ, ὅτι ἡ συνήθεια, καὶ τὰ φοβερὰ τῶν πραγμάτων

εὐπρόσιτα ποιεῖ.

κατεθάρησεν 語版 κατεθάρσησεν

表記。 版 κατεθάρσησεν 目 σ 脱字

考 *29。 箇所以外 、 版

語版 同 。Ἐπιμύθιον.

版 記載。 、 及 記載 参

考 、 原本 系統 関 想定 Class III 写

本 *30、ἀποθανεῖν μὴ ἀποθανεῖν、οὐ μὴν ὡς οὐ μὴ ὡς 記

。 語対訳版 語本文 、τοῦτον

αὐτον。 、標題 Περὶ ἀλώπεκος καὶ λέοντος。 、

当人 語版 字句 異 。Class II 関 、前節

版 参照。

以下、 語訳 確認 。

版：Vulpes, & Leo.

Vulpes cum nunquam uidisset Leonem, cum ei casu quodam

occurisset, primum sic timuit, ut fere moreretur. Deinde cum

secundo uidisset, timuit certe, non tamen ut prius, Tertio autem

cum ipsum uidisset, sic contra eum ausa est, ut & accederet, &

colloqueretur.

*29 、κατεθάρρησεν ρ 脱字。 版 誤

思 。

*30本論註 17参照。



1505年 刊行 集 語翻訳 47

Affabulatio.

Fabula significat conuersatione terribilia quoque accessu facilia

fieri.

版 、語順 含 、概 逐語的 翻訳 。sic

ut 関係 語原文 対応 。 、 語原文

θεασαμένη（分詞） 用 箇所 、 cum + uidisset

cum 節 表現 、 語 構文 。

προσελθοῦσα 、 語 分詞 用 。 、最

後 教訓部 、ὅτι 節 不定詞句 置 換 、意味上 主語

変更 見 。 、逐語的傾向 示 、

語原文 構文 完全 一致 図 。

版：De vulpe et leone

Vulpis nullum antea leonem conspicata quum illi aliquando ex

improuiso obuiasset : ita conspectum eius expauit : ut parum

affuerit quin extingueretur : quod quum iterum postea accidisset ad

aspectum quidem leonis exterrita est sed non ut prius. Tertio autem

quum leonem eundem esset intuita non modo non exterrita sed

etiam fidenter secum collocuta est et confabulata. Hec fabula innuit

quod consuetudo et conuersatio faciunt ut que maxime horribilia et

formidanda sunt neque horrida neque formidolosa videantur.

版 一見 長 目立 。話 基本的 筋書

語原文 従 、 、ita conspectum eius expauit: ut parum

assuerit quin extingueretur non modo non exterrita sed etiam fidenter

secum collocuta est et confabulata 、 語 沿 翻訳

、 話 解釈 語表現 反映

考 。 、collocuta ... et confabulata
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語一語 語二語 対応 迂言的 修辞表現 用

特徴的 。θεασαμένη 用 箇所 、conspicata

他、 版同様 cum節＋接続法過去完了 用 。

版：De vulpe et leone

Vulpes quae nunquam uiderat leonem : cum illi forte obuiasset: eo

pertimuit : ut mortem pene obiret. Rursum illum cum aspexisset

pertimuit : sed minime ut primum. eum tertio cum intuetur prope

accedens fuit ausa coram disserere. Fabula significat quod rerum

terribilia usus et consuetudo domestica facit.

版 比較的 語原文 沿 思 。

、３ θεασαμένη（Class II 、２ περιτυχοῦσα） 関

、１ qua + uiderat 関係節、２ cum + aspexisset

cum節、３ cum + intuetur cum節 、表現 時制 扱

相違 、 版同様 分詞 用 *31。 、

ut 対応 sic ita 。

教訓部 、原典 相違 翻訳 影響 考 。Class

II 教訓部 ὁ μῦθος δηλοῖ, ὅτι καὶ τὰ φοβερὰ τῶν πραγμάτων ἡ συνήθεια

καταπραΰνει 、domestica facit 語訳 、

版（Class III） 示 εὐπρόσιτα ποιεῖ καταπραΰνει 対応

*32。 語 語順 Class II 語原文 同 。

一方、usus et consuetudo 迂言的 表現 、 同様 特徴

。 、 版 版 語 ὅτι

節 対応 quod 節 導入 形 、知覚・伝達動詞 類

*31 ３ intuetur 誤 、 版 接続法過去完了

intuita esset 正 形 。

*32 箇所 、前節 参照 Class III καταπραΰνει

、 εὐπρόσιτα ποιεῖ 。
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quod節 従 中世以降 一般化 用法 *33。 点 、

同 δηλοῖ significat 不定詞句

用 。

対訳版：De Vulpe & leone.

Vulpes nondum conspicata leonem postquam per aliquam fortunam

ei obuiauit: quidem primum sic timuit. quod quasi & mortua est.

deinde secundo intuita timuit quidem: non tamen ut prius. Tercio

autem ipsum conspicata adeo ipsum contra ausa est : ut & accedens

colloqueretur.

Fabula declarat : quod consuetudo & terribilia rerum accessibilia

facit.

語原文 対応関係 、 対訳版 語

訳 逐語的 。 語 分詞 用 箇所

、 翻訳 分詞 用 。一方、primum sic timuit

quod quasi ... 、sic quod 対応 用法 、中世以降

。 、教訓部 語・ 語 逐語的置 換

、declarat quod 節 関係 、 中世以降 一般化

用法 、 特徴 、15 世紀 語 様態

反映 考 。

、 対訳版 語訳 、 版 関係

確認 、両者 共通 分 。共通性

点 、対訳版 版 関係 興味深 。話 後半部

中心 、両者 半数 字句 一致 。 同一

語原文 基 、 、

対訳版 参照・利用 可能性 示唆 思

*33中世 語 語法 、国原 (2007) Mantello&Rigg(1996) 参照。
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。

3.2 μάντις [Fab. 170; Ald. 40; Valla 25; Rin. 67; Acc. 対訳 17]

占 師 広場 座 他者 占 、 人物 占 師

家 泥棒 入 告 。 占 師 驚 家 向 走

去 、 見 人 、他人 予言 人間 、自分

分 、 皮肉 言 。

話 動物 登場 、 語散文 集 定番

呼 話 。 版 語原文 次 通

（下線 他 版 相違 箇所）。

版 語

Μάντις.

μάντις ἐπ’ ἀγορᾶς καθήμενος, διελέγετο. ἐπιστάντος δέ τινος

αἴφνης καὶ ἀπαγγείλαντος, ὡς αἱ τῆς οἰκίας αὐτοῦ θυρίδες

ἀναπεπταμέναι τε πᾶσαι εἶεν, καὶ πάντα τὰ ἔνδον ἀφῃρημένα,

ἀνεπήδησέ τε στενάξας, καὶ δρομαῖος ᾔει. τρέχοντα δέ τις αὐτὸν

θεασάμενος, ὦ οὗτος εἶπεν, ὁ τἀλλότρια πράγματα προειδέναι

ἐπαγγελλόμενος, τὰ σαυτοῦ οὐ προεμαντεύου.

Ἐπιμύθιον.

ὁ μῦθος, πρὸς τοὺς τὸν μὲν ἑαυτῶν βίον φαύλως διοικοῦντας, τῶν

δὲ μηδὲν αὐτοῖς προσηκόντων προνοεῖσθαι πειρωμένους.

版 版 語原文 同

一 。Ἐπιμύθιον. 版 記

載。 原本 系統 関 想定 Class III 写本 、

αἴφνης καὶ καὶ ἀναπεπταμέναι τε πᾶσαι εἶεν τε πᾶσαι 省

、 、本文 ἀνεπήδησέ τε στενάξας ἀναστενάζεται、δρομαῖος
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δρομαίως、προεμαντεύου προεμαντεύσω、教訓部 διοικοῦντας

διοικοῦντες、πειρωμένους πειρωμένων 記 。

語対訳版 語本文 、αἴφνης καὶ αἴφνης 省 、

θυρίδες ἀναπεπταμέναι τε πᾶσαι εἶεν θυρίδες πᾶσαι, ἀναπεπταμέναι τὲ

εἶεν 記 。 、標題 Περὶ μάντεως。 対訳版

語本文 、 当人 語版本文 字句 異 。

話 、Class II 語原文 Class III 長 。

版 挙 。

μάντις ἐπὶ τῆς ἀγορᾶς καθεζόμενος ἠργυρολόγει. ἐλθόντος δέ τινος

αἰφνίδιον πρὸς αὐτὸν καὶ ἀπαγγείλαντος, ὡς τῆς οἰκίας αὐτοῦ αἱ

θύραι ἀναπεπτασμέναι εἰσὶ καὶ πάντα τὰ ἔνδον ἐκπεφορημένα,

ἐκταραχθεὶς ἀνεπήδησε καὶ στενάξας ἀπῄει δρομαίως τὸ γεγονὸς

ὀψόμενος. τῶν δὲ ὑποτυχόντων τις θεασάμενος εἶπεν· “ὦ οὗτος, ὁ

τὰ ἀλλότρια πράγματα προειδέναι ἐπαγγειλάμενος, τὰ σαυτοῦ οὐ

προεμαντεύου;”

τούτῳ τῷ λόγῳ χρήσαιτο ἄν τις πρὸς ἐκείνους τοὺς ἀνθρώπους,

οἳ τὸν ἑαυτῶν βίον φαύλως διοικοῦντες τῶν μηδὲν προσηκόντων

προνοῆσαι πειρῶνται.

語訳 以下 通 。

版：Vates.

Vates in foro sedens disserebat, cum autem superuenisset quidam

derepente, & nuntiasset, quod domus ipsius & fenestrae apertae

omnes essent, & quae intus, ablata omnia, exiluit suspirando, &

currendo ibat. At cum quidem uidisset ipsum currentem, heus

tu inquit, qui alienas res praescire profiteris, tuas ipsius non

praeuaticinabare.
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Affabulatio.

Fabula in eos, qui cum suam uitam praue gubernant, quae nihil ad

se attinent, praescire conantur.

版 、概 語原文 沿 翻訳 行 。

主文 時制 扱 、 語原文 対応 。他

方、 話 、 語原文 分詞 用 表現 、

語 基本的 cum 節 関係節 置 換 。 、

θεασάμενος cum + uidisset cum節 点 、「狐 」

共通 。 、現在分詞 sedens currentem

、分詞表現 用 。 、nuntiasset quod

節＋接続法 附 、「狐 」 significat 不定詞句

用 考慮 、 不定詞句 ut 節

用 箇所 思 。

版：De vaticinatore

Vaticinator quidam in foro sedens sermocionabatur sibi quidam

presto fuit trepidansque denunciauit fores domus eius refractas

esse omniaque direpta que in domo fuissent at quem nuncium

vaticinator gemens properansque cursu se domum recipiebat :

Quem currentem quidam intuens O tu inquit qui aliena negocia te

diuinaturum promittis certe tu ipsius non deuinasti. Hec fabula ad

eos expectat qui res suas non recte administrantes alienis quae nihil

ad eos pertinent prouidere ac consulere conantur.

話 版 、訳文 分量 増大 「狐

」 比 、 語 応 語訳 。

、denunciauit fores domus eius refractas esse 箇所 他訳

omnes 欠 点、gemens properansque 箇所 版
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exiluit 該当 動詞 欠 点 、 語原文 πᾶσαι

ἀνεπήδησέ 含 反映 思 。

、原本 想定 写本 系統 関 跡付

、 一方 、上記 fores ... refractas 、Class III Class II

αἱ θύραι ἀναπεπτασμέναι 近 読 、原本 依然不明

点 多 。 、教訓部 prouidere ac consulere 言 回 、先

修辞技法 。

版：De uate quodam.

Foro urbis medio quidam uates : cuiuis fortem aperiebat futuram :

quamobrem magna hominum frequentia stipatus : dum uni et alteri

suam aperit sortem : ei nuntiatur : res suas furtim domo esse ablatas

: quo audito domum curriculo dum abit : quidam ei obuiam factus

: ridicule ait. cum alios quid esset futurum monebas : qui tue sortis

nescius fuisti? Fabula significat. quod homines nequam corrigunt

alios : et sua crimina scire se negligunt.

版 、話 大筋 別 、内容 詳細 Class II

Class III 原文 即 翻訳 読 。参考

、 採録 他系統 語版 確

認 、 対応 。

版 、教訓部 全体的 Fabula significat quod

... 形式 整 、 語翻訳時 体裁 統一 優先

。 話 教訓部 示 内容 、 版 異

、必 本文 内容 適合 、 教訓部

参照元 誤 可能性 考 、本文 特異性 考慮 入

、 未知 原典 使用 、 語版
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独自 話 再構成 可能性 想定 必要 *34。

対訳版：De Vate.

uates in foro sedens disputabat instante autem quodam & nunciante

quod domus ipsius fenestrae omnes apertaeque sint: & omnia

quae erant intus ablata: prosiliitque suspirans: & cursiuus ibat.

currentem autem quidam ipsum conspicatus o tu inquit alienas res

praescire promittens tuas non praeuaticinabaris? Fabula ad quidem

suam uitam male gubernantes nihil autem ad ipsos pertinentia

prouidere temptantes.

対訳版 語訳 、 話 語

原文 高 逐語性 示 。原文 対応関係 版 細

、対訳版 、 語原文 独立的属格 用

箇所 、 語 独立的奪格 移 替 。 、instante

autem quodam 箇所 版 derepente 該当 語

、 語原文 αἴφνης 省略 対応 、 domus ipsius

fenestrae omnes 原文 語順 従 考 。

、 話 関 、 版 関係 読 取 。

一方、 版 、構文 相違 語形 異 語彙 含

、 7割 字句 共通 。偶然 一致 高 割合

、 対訳版 参照・利用

裏付 一例 問題 。

*34 、 Class II 方 長 話 確認 、 他

４ 語版 語原文 評価 。 、 話

、中世 語版 存在 本論執筆 時点 確認

、 検討範囲 広 必要 。



1505年 刊行 集 語翻訳 55

3.3 ποιμὴν καὶ θάλασσα [Fab. 223; Ald. 49; Valla 31; Rin. 91; Acc. 対訳 23]

放牧 羊飼 、穏 海 船 交易 稼 企図

。 、羊 売 実 購入 、 出航

、嵐 遭遇 積 荷 失 逃 帰 。

後、 羊飼 穏 海 感心 人物 目 、海 再

欲 、 語 。

最後 発言 一種 負 惜 否 解釈 分 話

、 語原文 基本的解釈 、人 被 災難 学習

、 方向性 。 版 語原

文 次 通 （下線 他 版 相違 箇所）。

版 語

ποιμὴν, καὶ θάλασσα

ποιμὴν ἐν παραθαλασσίῳ τόπῳ ποίμνιον νέμων, ἑωρακὼς

γαληνιῶσαν τὴν θάλατταν, ἐπεθύμησε πλεῦσαι πρὸς ἐμπορίαν.

ἀπεμπολήσας οὖν τὰ πρόβατα, καὶ φοινίκων βαλάνους πριάμενος,

ἀνήχθη. χειμῶνος δὲ σφοδροῦ γενομένου, καὶ τῆς νεὼς

κινδυνευούσης βαπτίζεσθαι, πάντα τὸν φόρτον ἐκβαλὼν εἰς τὴν

θάλατταν, μόλις κενῇ τῇ νηὶ διεσώθη. μετὰ δ’ ἡμέρας οὐκ ὀλίγας

παριόντος τινὸς, καὶ τῆς θαλάττης, ἔτυχε γὰρ αὕτη γαληνιῶσα, τὴν

ἠρεμίαν θαυμάζοντος, ὑπολαβὼν οὗτος εἶπε. φοινίκων αὖθις ὡς

ἔοικεν ἐπιθυμεῖ, καὶ διὰ τοῦτο φαίνεται ἡσυχάζουσα.

Ἐπιμύθιον.

ὁ μῦθος δηλοῖ, ὅτι τὰ παθήματα τοῖς ἀνθρώποις, μαθήματα γίνονται.

版 相違 、 版 εἶπε

εἶπεν 記 点。Ἐπιμύθιον.
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版 記載。 原本 系統 関 想定 Class III写本

、εἰς τὴν θάλατταν εἰς θάλατταν、κενῇ σὺν κενῇ、εἶπε εἶπεν

記 、他方、μετὰ δ’ ἡμέρας οὐκ ὀλίγας παριόντος τινὸς ἔτυχε

γὰρ αὕτη γαληνιῶσα 含 。 、教訓部 γίνονται γίνεται

単数形 記 。 語対訳版 語本文

、φοινίκων 箇所 Ὦ λῷστε, φοινίκων 呼 含 。

、θάλατταν θάλασσαν 表記 相違 、θαλάττης

同 一貫性 。 、標題 Περὶ ποιμένος καὶ θαλάσσης。

、 話 対訳版 語本文 当人

語版本文 字句 異 。

話 、Class II 語原文 Class III 短

（ 、 版 想定 系統 原文 同 分量

）。 版 挙 。

ποιμὴν ἐν θαλασσίῳ τόπῳ ποίμνια νέμων ἑωρακὼς τὴν

θάλασσαν γαληνιῶσαν ἐπεθύμησε πλεῦσαι πρὸς ἐμπορίαν.

πωλήσας οὖν τὰ πρόβατα αὐτοῦ καὶ φοίνικας ἀγοράσας ναῦν

ἐμφορτισάμενος ἀνήχθη· χειμῶνος δὲ σφοδροῦ γεγονότος καὶ τῆς

νηὸς περιτραπείσης ἅπαντα ἀπολέσας αὐτὸς μόλις ἐσώθη. μετ’

οὐ πολλὰς οὖν ἡμέρας τῆς θαλάσσης γαληνιώσης ἐθεάσατό τινα

παριόντα καὶ τῆς θαλάσσης τὴν ἠρεμίαν ἐπαινοῦντα. ὑπολαβὼν δὲ

ἔφη αὐτῷ· “ὦ οὗτος, αὕτη γάρ σοι φοινίκων ἐπιθυμεῖ.”

ὁ μῦθος δηλοῖ, ὅτι μαθήματα τοῖς φρονίμοις τὰ παθήματα γίνονται.

語訳 確認 。

版：Pastor, & Mare.

Pastor in maritimo loco armentum pascens uiso tranquillo mari,

desyderauit nauigare ad mercaturam, uenditis igitur ouibus, &



1505年 刊行 集 語翻訳 57

palmarum fructibus emptis, soluit. Tempestate uero uehementi

facta, & naui in periculo ut submergeretur, omni onere eiecto in

mare, uix uacua naui euasit inculumis. post uero dies non paucos

transeunte quodam, & maris (erat enim id forte tranqnillum)

quietem admirante, suscepto sermone, hic ait, cariotas iterum ut

uidetur desyderat, & propterea uidetur quietum.

Affabulatio.

Fabula significat calamitates hominibus documento esse.

話 関 、 語訳 内容

語原文 従 。動詞 時制 対応 十分 意識

。本文半 inculumis incolumis 、本文後半

tranqnillum tranquillum 誤植 *35。一方、 特

徴 、独立的奪格 多用 。 語原文 独立的属

格 用 箇所 語 独立的奪格 表現

、分詞構文 用 箇所 独立的奪格 置 換

。 検討 話 、独立的奪格自体 使用

、 話 一転 副文的表現 独立的奪格 記述

*36。 、significat 内容 不定詞句 表現

「狐 」 例 同様 。

話 関 、 語原文 語訳 構文

同一 企図 。 、cariotas

caryotas 、 語 καρυοῶτις、 。

*35 1518 年 刊行 語 集（＝

語翻訳部分 印刷 ） 、 incolumis tranquillum 修正

。

*36本論 検討範囲 、 独立的奪格使用 実態 詳 。

語翻訳 独立的奪格 使用 、今後 追究 必要

。
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語原文 φοινίκων 対応 、 話 前半

φοινίκων βαλάνους palmarum fructibus 、訳語 統一

図 。

版：De pastore et mari

Pastor in loco maritimo gregem pascebat : qui cum videret mare

tranquillu : incessit sibi cupido nauigatioeum faciendi ad mercatum

: itaque uenundatis ouibus coemptis palmarum sarcinis nauigabat.

Oborta autem vehemente tempestate et naui mergi periclitante omne

pondus nauis in mari deiccit : vixque euasit exonerata naui : paucis

post diebus veniente quodam et tranquillitatemmaris admirante erat

enim sane tranquillum respondens inquit : palmas iterum vult quan-

tum intelligo. Ideoque innocuum sese ostendit. Hec fabula innuit

eruditiores effici homines damno atque periculo.

版 、 話 基本的 語原文 内容 即 翻

訳 。 、 近 想定 写本 、

paucis post diebus veniente quodam erat enim sane tranquillum

該当 部分 省略 、当該写本 訳文

。一方、Ideoque innocuum sese ostendit Class III写本 特有 文言

反映 。 、少 （

複数 ）Class III写本 参照 想定 。

、paucis post diebus 箇所 、Class III 写本一般 μετὰ δ’

ἡμέρας οὐκ ὀλίγας 、本来 post uero non paucos

dies non 必要 。 、non 不在

写本 同様 *37、印刷時 脱落 考 。意味

的 Class II原文 μετ’ οὐ πολλὰς οὖν ἡμέρας 対応

*37 Galli(1978), p. 185.
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、 訳 誤 、意図的 改変 、 可能性

想定 、依然不明 点 残 。

、教訓部 、δηλοῖ innuit 点 「狐 」

同 。 、「狐 」 quod 節＋直説法 用

対 、 不定詞句 用 。 、damno atque

periculo 言 回 （παθήματα 一語 二語 説明） 、「狐

」「占 師」 話 同様 修辞技法 用 、共通

特徴 。 、筆者 一通 確認 限 、 残

30 話 同様 表現 見 、全体的 特徴

。

版：De pastore et Mari.

Pastor quidam iuxta littus maris : pecudes pascens : cum mare

ipsum semel placidum aspiceret : nauigandi studio captus : oues

pro dactulis commutauit. quibus naui impositis : cum altum iam

nauigaret : et orta tempestate sine spe salutis fluctuaret que in naui

sunt : ea omnia proiecit : atque in portum uix se recepit. denuo

cum oues pasceret : ac rursus mare tamen tranquillum uideret :

suo consocio ipsam maris tranquillitatem commendanti ridicule ait

: mare iterum dactulos cupit. Fabula significat. quod usus et peritia

nos reddunt in periculis cautiores.

版 前半 語原文 内容 従

。ea omnia proiecit 箇所 海 言及 点、最後 発言 mare

iterum dactulos cupit 終 点 、Class II 原文 対応 。

、in portum uix se recepit 、αὐτὸς μόλις ἐσώθη 文脈 沿 解釈

表現 。一方、denuo cum oues pasceret、suo consocio

ridicule ait 、他 系統 含 、 語原文 対応
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箇所 見当 *38。 、教訓部 、対応 語原文

独自 。 点 、未知 参照元

存在 、 独自 話 再構成 可能性

想定 必要 。 、教訓部 usus et peritia 言 回 、

「狐 」 話 見 表現 、全体的 特徴

点 場合 同様 。

対訳版：De Pastore & Mari.

Pastor in maritimo loco armentum pascens uidens tranquillum

mare desyderauit nauigare ad mercaturam. uendens igitur pecudes

& palmarum glandes emens soluit. tempestate autem uaehementi

facta & naue periclitante submergi omne honus proiiciens in

mare uix uacua naui saluatus est. post autem dies non paucos

praetereunte quodam &maris : contigit enim tranquillum : quietem

admirante exscipiens hic dixit. o optime palmas rursus ut apparet

: desyderat : & propter hoc apparet tranquillum. Fabula declarat.

quod passiones hominibus disciplinae fiunt.

対訳版 語訳 、 話 語

原文 逐語的 。 語原文 分詞 箇所 語 分詞

用 、独立的属格 箇所 独立的奪格 表現 。 、o optime

Ὦ λῷστε 対応 、 原文 忠実 。他方、 語原

文 現在分詞 完了分詞、 分詞 区別 、

*38 ridicule ait 該当 箇所 、 版 ridens inquit 読 写本 多

（本論 当時 印刷版 従 respondens inquit ）。Galli(1978,

p. 185) ridens 採用。 、Class II Class III 語原文 対応

語 ὑπολαβών 、 respondens 方

語 語義 沿 思 。 版 版 先行 、

参照可能 、 箇所 実際 不明

。
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逐語的翻訳 、能動的意味 分詞表現 語 基本

的 現在分詞 、時制 区別 失 。

点 、 語原文 構文 変更 方針 、時

制 時系列 様態 関 一定 配慮 考 。

話 、 版 関係 読 取 。

、 検討 ３ 話 、 対訳版

版 関係 確認 。 対訳

版 語原文 逐語的関係 考慮 、 対訳版 語

訳 、 版 手 加 、

語原文 基 新 翻訳

可能性 高 。 、 自身 手

集 印刷刊行 、 語訳 知

、 独自 翻訳 意図的 選択 考

*39。

一方、 話 、 版 共通 字句 6割 超

。 一致率 考慮 、 対

訳本 参照・利用 考 。 、 場合、

対訳本 61 話 含 対 本 149

話含 、 、対訳本 1 話 本 含 *40、

参照 最大 60話 。

、 語原文 相違 、 対

訳本 語原本 系統 、 本 異

考 。15、6 世紀 写本群 、 IIIγ(Γ) 分類

*39本論註 4参照。本論第 2節 触 「学識 者 、習熟 者

子供 作業 引 受 」 巻末 言葉 、

彼自身 手 翻訳 行 意味 。

*40対訳版 31 話（Περὶ ὄνου, καὶ δορᾶσ λέοντοσ.） 該当 話 本 含

。
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61 話 含 集 複数残 *41、 確認

系統 属 写本 2種（Lc, Lg） *42、話順

対訳本 一致 。写本 直接確認 、

apparatus criticus 記載 字句 相違 勘案 、

対訳本 語原本 写本 Lg 近

推察 。 、具体的 原本 何 、

現時点 詳細 不明 。

4. 「翻訳」 信頼性

以上、４者 語翻訳 ３ 話 比較 。従来 書誌情報

指摘 対訳本 関係

誤 、 対訳 関係

見 。本節 、 比較 、 求

「翻訳」 信頼性 考察 。

当初 推測通 、 語原本 相違 語版 内容 影響

与 確 。４者 基本 語原本

系統 異 想定 、 語訳

系統 相違 由来 思 訳文 相違 見

。 、 語訳

、想定 原本 相違以上 両者 独自性 現 多

思 。

仮 、 語表現 背後 何

語 必 対応 、両者 系統 異 複数 参

照元 存在 、 適宜利用 語版 集約

可能性 考 。 場合、 版「占 師」

*41 Hausrath(1957), pp. XII-XIII.

*42 Lc = Laur. Plut.59.33 Lg = Ambros. F46 sup. (gr. 340)。
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Class III Class II 要素 混在 、 両方 系統 含

複数 語原文 参照 、 両方 要素 取 込

説明 。 、複数 参照元 組 上

、 語訳 、 語 翻訳 、

訳出 語版 該当 語原典 存

在 。 、 語版 、既存 複数

語版 再構成 、訳者 独自版 色合 強 。

実際 、usus et peritia 言 回 、 語原文 内容

解釈 反映 結果 語版独自 内容 推測 箇所

見受 、 由来 語版 独自性 参照元 問題

言 難 。 、 「占 師」 「牧人 海」（ 後半

部分） 見 、対応 語版 不明 箇所 存在

。 、 箇所 対応 参照元 、

訳者独自 創作 、 両者 混在 、現状

見分 困難 。

特徴 考 、

語翻訳 、両者 個々 話 翻訳 際 、

語原典 依拠 、場合 複数 原典 参照 、

独自 要素 含 、 裁量 下 表現 手 加

想定 分 *43。

、両者 集全体 枠組 、話 配置

順 概 一致 写本 存在 確 。 、

複数 参照元 、両者 話 寄 集

、 新 構成 集 編纂 。

*43 、1430年頃 集 、 語版 話 元 、

独自 話 語 改作 （本論註 25 参照。作例 Finch(1972);

Berrigan(1975) 詳 ）。 点 、同時代

同様 独自 語版 手 加 発想 持 不思議 。



64 吉川斉

、 語翻訳 集編纂 、全体構成 基本

集 程度定 推測 。

一方、 語翻訳 、前二者 性

質 異 。 語翻訳 語原文 比較可能 形 提示

、前節 検討 、個々 話 翻訳 語原文

即 行 確認 。 、両者 、

語翻訳 学習者向 、副次的

。 、 語原文 主役 、両者 語翻訳 、

提示 語原文 内容 適切 表現 目標

考 。 、 語原文 語翻訳 関係 関

、 、

基本的 姿勢 異 。 既存

語翻訳 「信用 」 評価 、翻訳姿勢 相違 目 向

、（ 本人 認識 別 ）

「翻訳」 「翻訳」 別種

。

求 翻訳 信頼性 考 、同 方向性

「翻訳」 対訳 対 示

態度 重要 。語彙 共通性 、

対訳 自身 翻訳 下地 可能性 高 。

、 要所要所 訳文 書 換 、決

対訳 満足 確 。 、

書 換 方 、「翻訳」 関 意識 現

。

対訳 、 語原文 対

明 逐語的 、 序文 見 、

意図的 。 、 逐語性 、

分詞構文 中心 、 語 意味内容 語 表現
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面 生 。 語分詞 態・時制

語 一致 、本来 単純 語 置

換 難 。 基本的 語順等 対応関係 保持

、 構文 転換 語翻訳 行 、

語原文 意味内容 語 適切 表現 意識 表

。 、元 語原文 対 、

語彙 対応関係 重視 対 、 意味

適切 対応関係 「翻訳」 求 、 時

語彙 対応関係 重視 。言 、

語翻訳 語原文 語 置 換

対 、 語単独 鑑賞 堪 翻訳

目指 。

、「適切 」 点 、 語翻訳

特徴 、「古典」 意識 挙 。 意図 明記

、翻訳 判断 限 、他 翻訳者

比 、 「古典」 語 志向 翻訳 行

。 、 場合、 求 適切 語

表現 、「古典」 語 準 考 、 点

対訳 不十分 。

、古典志向 語 点 関 、

先 。本論 比較 翻訳 例 、主動詞 時制 扱

、節 不定詞句 利用 点 、 共通

部分 見 。 集翻訳以前

Elegantiae linguae Latinae 目 、 文体論 触

*44、翻訳自体 参照関係 、

*44 1502 年 刊行 作品集 含 ・

宛献辞（Aldus Romanus Marco Musuro Cretensi s. d.） 、 Elegantiae 言及

（Grant(2017), pp. 36-39参照）。記述 従 、 若 頃
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語表現 方向性 、先人 精神 受 継

。 16 世紀以降、 語 古典回帰

的傾向 強 *45、 示 語翻訳

先駆 *46。

、以上 考察 、 集 語

「翻訳」 在 方 明 思 。 、（１）

語原典 過不足 対応関係、（２）「古典」

準 適切 語 、 2点 重要 、両者 両立

「信頼 翻訳」 条件 。 少 2 点

満 「心 砕 」 。 条件 照 、

対訳版 （１） 高 水準 満 、（２） 十分

満 。 場合 、（２） 一定程度満 、（１）

判然 。 、（１） （２） 不十分

。 、 基準 、 点 、既存

語 学 時期（1470 年代前半） 、 Elegantiae 目

推測 。 Elegantiae 1440 年代 著作 1471 年 初版以来各地 盛

印刷 、 1471年 刊行 （ISTC: iv00050000）、状

況的 印刷本 参照可能 状態 。

*45 Carso&Laird(2009), Leonhardt(2013), Knight&Tilg(2015) 参照。 傾向

、Elegantiae（前註） 影響 大 。 、（

限 話 、） 語 本論 述 影

響 、 集翻訳 考 。 、 時

代、「古典」 語 至上 立場 見 、

集翻訳 示 語 原理主義的 。 、

以前 、14 世紀以降 語学習 語翻訳 展開

関 、 Sandy(2014) Hosington(2014) 。

*46 、 『 』『 』

語翻訳版 1507 年 刊行 。 冒頭 学習者向 序文 記

（Aldus studiosis s.）、 翻訳 「admodum quam fideliter et erudite」

評 （Wilson(2016), pp. 300-301 参照）。 示 既存 語翻訳

集 対 評価 逆 、 時期 語・ 語 取 巻 状況

変化 垣間見 。 周辺 Geanakoplos(1960) 詳 、

集刊行時点 直接的 関 。
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「翻訳」 「信頼 」 評価 。

、先 述 、 対訳

下地 可能性 高 、「信頼 」 、

一定 評価 与 明 。 点 、

（１） 満 「翻訳」 必須

。 、 対訳 、（

）不完全 先例 存在 、 対訳形式

語翻訳 着手 一因 可能性 考 。 版

、（１）（２） 満 、 対訳 内容 体

裁 面 大幅 改訂 見 *47。

5.

本論 、 示 集 既存 「翻訳」 対

評価 、 版 含 ４ 語翻訳 集 対

象 比較検討 行 。 結果、４ 「翻訳」 在

方 異 明 。

現代 私 （ 古典学徒） 目 見 、 示

翻訳姿勢 穏当 思 。 、15世紀末

時点 語翻訳 集 、 、

「混合型」 呼 「信頼 」翻訳 主流

注意 。私 「翻訳」 集 扱

場合、 話 複数 参照元 想定 念頭

、個々 話 接 必要 *48。

*47 対訳版 版 関係 推測通 、 対

訳版 合冊 版 目 。 、 既存 翻

訳 信用 思 。

*48 、 帰 語 集 、既存 複数 異

話 要素 混 話 作例 （Dijk(2011), pp. 198-9。“contamination” 呼
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、1515年刊行 ・ Martinus Dorpius

編纂 語散文 集序文 、編者 、当時

集編者 名 知 触

、「 洗練 （ 語）散文 集 再 世

出 （fabellas Esopicas rursus emittere . . . prosa oratione nimisque

lepide concinnatas）」企図 記 *49。 記述 、

集 存在 新 語散文 集編纂 動機

示唆 、 集 同時代的 高 評価

教 。

他方、 編纂 集 、 語 翻訳 誇

、「 語散文」 焦点 点 興味深

。 語翻訳 対 評価 、「翻訳」 信頼性

、結果 優 「 語散文 集」 読

基 考 。実際、1510 年代

集 語散文部分 印刷本 確認

。 意識 乖離 、

点 当時 集 在 方 一端 垣間見 思

*50。

）。一方、 「混合型」 、一 話 系統違 要素 混在

。

*49 集 、Thoen(1970) Carnes(1986)、González(1998) 参照。

集 、複数 著作家 集 。編者

（1485-1525） 大学 活動 人文主義者、神学者 語教師 。

、筆者 確認 1515 年 刊行版 挙 （電子画像版 複数

公開 ）。Thoen(1970, pp. 249-251) 、 、1513 年

刊行版（新版初版：旧版 1512年 刊行） 基礎 1514年

刊行 再刊本 。 、Thoen(1970, pp. 247-281) 調査

、 集 、16世紀 中心 （155種挙 ）、19世紀半

200種 刊本 数 。

*50 15世紀末以降、 集 語 各国語 幅広 印刷刊行 、

読 物 広 普及 、逆 、 状況下 「古典 語」
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＊　　＊　　＊　　＊　　＊

本論 語翻訳 集 対象 、近世

集 広 目 向 、各国語 展開 著 、 、

創作系 集 多数登場 。本論 扱 対象 、

拡 中 一部 確 、本論

確認 各種「翻訳」 在 方 、 語 語 限

、種々 「翻訳」 検討 際 参考 思

。多 時代、地域 翻訳 集 普及 、現代

「翻訳」 謳 集 本論 考察 視点 捉 直

、古代以来 集 普及 展開 解 明 、

足掛 。 、本論 範囲 全体 語

難 、 議論 有効性 含 、今後 検討

必要 。
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